
デジタルホワイトボードの
ように使えます！
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できるICT授業

https://info.microsoft.com/JA-EDU-CNTNT-FY23-12Dec-02-Interactive-Learning-with-Teams-for-Education-and-Microsoft-365-Special-Edition-SRGCM8351_LP01-Registration---Form-in-Body.html


Power Automate

アプリ、ファイル、データ間
でフローを作成し、作業を
自動化します。

Excel

表計算ソフト。

視覚的なグラフを作成す
ることもできます。

Forms

アンケート、小テスト、申し
込みフォームの作成がで
きます。

クラウド上に個人ファイル
を保存することができ、1
人あたり、1TBの容量です。
*

OneDrive

OneNote

デジタルノートです。デジタ
ルポートフォリオとして、活
動の成果をまとめて記録
できます。

Power BI

視覚的なデータダッシュ
ボードを作成することがで
きます。

PowerPoint

プレゼンテーションや提示
型の教材を作成すること
ができます。

SharePoint

グループでデータを共有
することができます。

Stream

ビデオを共有することがで
きます。

Sway

紙芝居的な発表資料を作
成することができます。

Teams for Education

コミュニケーションを取っ
たり、共同編集や遠隔・オ
ンライン授業が行えます。

Word

縦書きやルビ付きの文書
を作成することができます。

Whiteboard

デジタルホワイトボードで、
ペンを使って自由にアイデ
アを表現することができま
す。

Outlook

メール、スケジュールをみ
ることができます。

Planner

グループや個人のタスク
の進捗状況を管理するこ
とができます。

Power Apps

Office365内のデータを
使ったアプリを作ることが
できます。



Microsoft PowerPoint
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Tips1：PowerPointデータの共有・共同編集をする

1. エクスプローラーから共有するファイルを選択し、ドラッグ＆ドロップする
だけで、ファイルの共有が行えます。

2. 複数のユーザーがファイルを開くと、スライドやオブジェ
クトに「共有」のアイコンが表示されます。他のユー
ザーがどこを編集しているか確認することができます。

共有したいファイルをドラッグ＆ドロップをしてコピーします。

コピーしたファイルをクリックして開きます。

ファイル、スライド、オブジェクトごとに「共有」アイコン
が表示されます。

②

③

「ファイル」 タブを開きます。①
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Tips2：「班」名が自動で付加されるスライドの作成

1. [表示] > [スライドマスター]を開きます。テンプレートとなるス
ライドに[スライド番号]を挿入し、[<#>]の後ろに[班]と入力
します。

2. [表示] の [スライドマスター]を終了します。
3. [挿入] > [スライド番号]を選択し、 [スライド番号]を有効にし、
必要な枚数のスライドをコピーします。

4. 各スライドにページ番号が付与された「班名」が表示されます。

[スライド番号]の書式や位置を設定します。

スライドを追加する際、1.で設定したスライド
デザインを選択し、[挿入]> [スライド番号]
をクリックします。

①

②

③

②

③

①

④

⑤

⑥
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Tips3：付箋を利用する

1. [挿入] > [図形]にいろいろな図形のオブジェクトがあります。
目的に応じたオブジェクトを選択します。

2. 付箋に用いるオブジェクトを右クリックし、[既定の図形に設定]
を選択すると、次回から同じオブジェクトを作成すると、設定し
た書式で作成されます。

付箋のオブジェクトを挿入し、好みの書式に
設定します。

設定したオブジェクトを右クリックし、[既定の
図形に設定] を選択します。

①
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Tips４：オブジェクトのロック

1. 固定したいオブジェクトを選択し、右クリックのメニューから
[ロック]を選択します。[ロック]を解除する場合は同じ操作を
行い、[ロックの解除]を選択します。

2. 複数のオブジェクトを設定したい場合は、[ホーム] > [配置] > 
[オブジェクトの選択と表示]をクリックし、オブジェクト一覧から
各オブジェクトのカギマークを設定すると便利です。

固定したいオブジェクトを右クリックし、[ロック]
を選択します。

①

②

③

④

①
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Tips5：共同編集しているファイルの変更内容を元に戻す

1. [ファイル] > [情報] > [バージョン履歴]を選択します。 2. [バージョン履歴]のウィンドウから戻したい版を選択します。
そのままのファイル名で戻す場合は[復元]を、違うファイルと
して保存する場合は[コピーを保存]を選択します。

[バージョン履歴]から戻したい版数の日時を選択し、
[コピーを保存]もしくは[復元]を選択します。

ポイント！

①

②

①

②



運動会をテーマにした短歌を作ろう！
「運動会」から連想する言葉を書き出しましょう。

種目 50ｍ競走

ダンス

綱引き

手が痛い

苦手

くやしい

楽しい

ドキドキ

代表リレー

順位

待ちわびた

秋晴れ

開会式

閉会式音楽

入場行進
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